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■主要展示物

 1.　
オロフ・ルドベック（父）の設計によりフィリップ・ヤーコブ・テロット（父）が製作した日時計（17世紀後半）
ルドベック（父）は広範な知識の持ち主であり、様々な科学技術のプロジェクトに関わっていた。この日時計は、ルドベックとスイス
の機器製作者テロットとの協力の一例である。その細部に凝らされた技巧の数々は、このような機材の17世紀における重要性の
証である。

 2.　
『鳥類図鑑』追加図版より「クロヅル」（1693頃-1710年）
オロフ・ルドベック（子）はスウェーデン初の本格的な鳥類学者として鳥類を研究し、原寸大で描くという難行に取り組んだ。その
成果が彩色画による『鳥類図鑑』である。

 3.　
『自然の体系、クラス、目、属および種の表記法』第六版（1748年）
カール・フォン・リンネの主要著作の一つ。リンネは動植物の分類を体系化し、後の第十版では現在も用いられる二名法による
学名を提唱した。

 4.　
『スウェーデンの植物』よりリンネソウの折り込み版画（1745年）
リンネの著した『スウェーデン植物誌』に唯一収められた図像。リンネはこの植物を愛し、自身の名が冠せられた学名「リンネア・
ボレアリス」を自らのサイン代わりに用いた。

 5.　
『日本産植物図譜 1775-1776年』（第一-四巻）より「クマガイソウ」（Cypripedium japonicum）（1794-1805年）
リンネの弟子であったカール・ペーター・ツュンベルクは日本滞在中に多数の植物を集め、正式に記載している。これらの知見は
『日本植物誌』『日本産植物図譜』などにまとめられた。

 6.　
長崎で茂伝之進により書かれたツュンベルク宛てオランダ語書簡（1825頃-1830年）
ツュンベルクは来日中、通詞であった茂節右衛門と親交を結んだ。のちに、シーボルトを通じて節右衛門の息子、伝之進から、父の師
としてのツュンベルクに対する敬意が伝えられる。それを受けてツュンベルクは伝之進に書簡と書物を送った。このオランダ語で書かれ
た書簡には、その返信として伝之助からツュンベルクへの謝意が綴られている。

 3.　




